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に
よ
る

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

２
０
１
１
年
3
月
30
日
か
ら
始
ま

っ
た
、学
生
に
よ
る
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
活
動
は
、10
月
で

10
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

活
動
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
は
、宮

城
県
の
気
仙
沼
市
と
石
巻
市
で
す
。

復
興
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
が
、被
害
が
広
範

囲
に
及
ん
だ
石
巻
市
は
、気
仙
沼
市

と
比
較
し
て
瓦
礫
の
量
も
多
く
、復

興
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の

時
間
が
必
要

で
す
。

　

さ
て
、学

生
に
よ
る
支

援
活
動
は
、

自
転
車
の
修

　

10
月
3
日
、校
内
で
の
就
職
活
動

説
明
会
を
皮
切
り
に
、本
格
的
な
就

職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
し

て
10
月
26
～
28
日
の
3
日
間
、ホ
テ
ル

ヘ
リ
テ
イ
ジ
に
て「
校
外
就
職
力
養
成

研
修
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
く
基
盤
を

確
立
す
る
」と
い
う
目
的
を
掲
げ
、Ｏ

Ｂ
の
方
に
よ
る
講
話
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
、「
企
業
」「
仕
事
」「
自

分
」と
い
う
、就
職
活
動
に
お
け
る
３
つ

の
テ
ー
マ
を
考
察
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
年
末
に
か
け
て
、企
業
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
厳
し
い
就
職
戦
線
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、自
分
の
考
え
を
し
っ
か

り
と
持
つ
こ
と
が
、就
職
活
動
と
の
格

闘
意
欲
と
実
行
力
に
な
り
、良
い
就
職

に
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

理
が
中
心
で
あ
っ
た
第
1
回
目
か
ら

半
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。現
在

は
自
転
車
の
修
理
以
外
に
、ク
ル
マ

や
バ
イ
ク
、

発
電
機
な
ど

の
修
理
も
行

え
る
よ
う
に

な
り
、累
計

の
修
理
台
数

は
３
３
７
台

に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で

お
も
な
活
動
拠
点
と
な
っ
て
い
た
避

難
所
の
中
学
校
は
全
て
閉
鎖
さ
れ
ま

し
た
が
、仮
設
住
宅
の
方
々
か
ら
は

「
ま
た
来
て
ほ
し
い
」と
い
う
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。車
を
手
に
入

れ
た
方
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、今
後
は
ク
ル
マ
の
修
理
依

頼
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宮城 光さん

安全運転講話

就職キックオフ！

　毎年恒例となっている、2年生を対象とした
「ツインリンクもてぎ 安全運転講習会」が、5
月下旬から7月上旬にかけ、3グループに分か
れて実施されました。
　1年生の時の安全運転講習では、クルマや
バイクの正しい扱い方と事故を回避するポイ
ント等を学習しました。そして今回の2年生を

対象とした講習で
は、クルマとバイクの挙動特性と生理的限界を体で理解しなが
ら、事故に遭わない実用的な運転技術を学習していきます。
　１周４．８㎞のコースを使った高速コーナリングや高速ブレー
キ、そしてスラロームやスリパリー、車幅感覚、縦列駐車など
の訓練を通して、それぞれの運転技術の位置を確認しました。

SAFETY
DRIVE

学
生

ツインリンクもてぎ  安全運転講習

　7月19日、元Hondaワークスライダー
で、現在は解説者として活躍中の宮城光さんによる安全運転講話が行われました。
解説者として活躍されている宮城さんの話は聞きやすく、ご自身の経験を元にさ
れていることもあり説得力がありました。
　「安全運転」や「交通事故」を身近なテーマとして考えるにはどうしたらよいので
しょうか？
　宮城さんは交通事故加害者に課せられる５つの責任というお話を、加害者と被
害者 の視点で解説されました。もし、私たちが事故の加害者や被害者になったら
どうなるのか。宮城さんは、私たち一人ひとりが、自分のこととして考えることが、
交通事故回避につながることを教えて下さいました。

Hikaru Miyagi　

７
月
４
日
を
も

ち
ま
し
て
、
定
年

退
職
と
な
り
ま
し

た
学
生
課
の
清
水

で
す
。
私
は
、
昭

和
45
年
４
月
に
、
本
田
技
術
研
究
所
に
入
社

し
、
和
光
研
究
所
、
朝
霞
研
究
所
で
29
年
間

お
世
話
に
な
り
、
平
成
10
年
３
月
に
ホ
ン
ダ

学
園
に
赴
任
し
ま
し
た
。
顧
み
ま
す
と
、
学

園
で
は
、早
い
も
の
で
13
年
の
月
日
が
流
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
自
動
車
開
発
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

で
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ａ（
基
礎
）の
授
業
を
担
当
さ
せ

て
頂
き
、
学
生
課
で
は
、
学
生
の
就
職
活
動

支
援
で
様
々
な
企
業
を
紹
介
し
、
就
職
の
橋

渡
し
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
在
任

中
、５
０
０
名
以
上
の
優
秀
な
自
動
車
開
発
エ

ン
ジ
ニ
ア
科
の
学
生
を
企
業
へ
送
り
だ
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、学
生
の
皆
様
の
若
さ

溢
れ
る
パ
ワ
ー
を
頂
き
頑
張
っ
て
こ
れ
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
最
後
に
ホ
ン
ダ
学
園
の
益
々
の
発
展
と
、

皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

清水　要司

退
任
し
ま
し
た

10月5日、本田技術研究所（二輪なら
びに汎用の開発センター）の2拠点で、
インターンシップを終えた学生による、
報告会が行われました。報告の中で共通
していたことは「もっと視野を広げなく
てはいけない」という学生1人ひとりの
気付きでした。先生方による総括では、
実施前と後での変化、目的の達成度合
いを把握するために計画的な行動をす
るようにとのアドバイスもありました。

本田技術研究所  インターンシップ報告会
10月5日、本田技術研究所（二輪ならびに汎用の開発センター）の2拠点で、
インターンシップを終えた学生による、報告会が行われました。

今
後
の
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

企
業
セ
ミ
ナ
ー  

12
月
8
、9
日

10月12日、入間東地区消防組合消防本部主
催による自衛消防隊消防操法競技大会が開催さ
れ、本校からは選抜された３名の職員が出場しまし
た。昨今、事業所や個人宅での防災意識が高ま
っており、本校でもこうした訓練へ積極的に参加
することで、防災意識を高く持つ取り組みを実施
しています。大会には19事業所より25チームが
参加。本校は努力賞を受賞いたしました。

自衛消防訓練

校外就職力養成研修
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2011 Suzuka 8hours

　８月６～７日、第４４回二輪車安全運転全国大会に、埼玉
県代表として出場した、一級自動車整備研究科1年の髙梨遼
太郎さんが、高校生等クラスにて、全国優勝という快挙を成し
遂げました。また埼玉県チームは団体クラスで総合３位の成績
となりました。
　全国優勝した髙梨さんには、警察庁長官と全日本交通安全
協会会長の連名賞と、文部科学大臣表彰状が贈られました。

９
月
23
日（
金
）
秋
分
の
日
。

ホ
ン
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ

関
東
校
の
学
園
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

歴
史
に
残
る
名
車
の
展
示

や
、
キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
教
室

な
ど
本
校
な
ら
で
は
の
催
し
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
今

年
も
行
わ
れ
た「
バ
イ
ク
ト
ラ
イ

ア
ル
シ
ョ
ー
」で
は
、
現
役
国
際
A
級

の
本
多
元
治
選
手
と
、
先
輩
の
小
林
直

樹
選
手
の
ト
ラ
イ
ア
ル
の
数
々
と
ト
ー
ク

に
よ
っ
て
、
た
い
へ
ん
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

学
園
祭
は
近
隣
住
民
の
方
々
に
、ホ
ン

ダ
学
園
を
知
っ
て
頂
く
た
め
の
貴

重
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は一
時

的
に
雨
と
な
り
ま
し
が
た
が
、
今
年
も
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

全国
優勝!

全国大会
二輪車安全運転 2011夢走祭開

催

感動の鈴鹿８時間耐久

市販車クラスで健闘！
グループⅢ高い燃費性能で来年に期待！

今年最後のシビックレース
に参加

WGCカテゴリSクラス
2位入賞!

7月28日～31日に行われた、「鈴鹿８時間耐久ロードレース 第34回大会」に
ホンダテクニカルカレッジ関東校 メカニック部の学生が参加しました。

毎
周
、ラ
イ
ダ
ー

も
マ
シ
ン
も
共
に
、
無
事

に
帰
っ
て
く
る
こ
と
。
あ
き
ら
め

ず
に
目
の
前
の
も
の
を
追
い
突
き
進

む
姿
。
こ
れ
ら
に
感
動
し
て
、
チ
ェ
ッ

カ
ー
の
後
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
夏
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
し
て

の
活
動
を
し
っ
か
り
や
っ
た
と
、

胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。

研
究
科
２
年 

谷
中
さ
ん

2011
メカニッ

ク部

Honda Technical College

エコラ
ン部

2011Honda Technical College 新動力研
究部

2011Honda Technical College

オフロー
ド部

2011Honda Technical College

ラ
イ
ダ
ー
が
走
っ

て
い
る
と
き
、
自
分
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
ラ
イ

ダ
ー
に
安
心
感
を
与
え
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
8
時
間
ト
ラ
ブ
ル
1
つ

な
く
、
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
と
い
う
こ

と
は
、
様
々
な
人
の
努
力
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
、
本
当
に
す
ご
い
こ
と

だ
と
感
動
し
ま
し
た
。

研
究
科
２
年 

白
土
さ
ん

　「Honda 浜松エスカルゴ & PGR & 狭山
& H-TEC 関 東 」（No.40 号 車 ）と「Honda
オールホンダ社内合同チーム」（No.41号車）
のPITクルーとして、フロント・リアタイヤ交換
や燃料補給などのPITワーク、マシン整備など
を担当しました。昨年のピットワーク ベストタイ
ムは22秒。今年は18秒という目標を掲げ、
放課後や休日を利用してピットワークを中心に
練習を行ってきました。チームはいずれも完走。
さらにNo.40号車は総合11位。従業員チー
ムとしてはトップの成績を残すことができました。

　エコラン部は、2011 Honda エコ マイレッジ チャレ
ンジ「もてぎ大会」と「全国大会」に出場し、市販車ク
ラスはもてぎ大会で2位、全国大会で28位と健闘しま
した。
　大学・短大・高専・専門学校を対象とする「グルー
プ3」と、Hondaエンジンをベースにオリジナル車両で
競う「ニューチャレンジクラス」の２カテゴリでは、残念な
がら順位がつきませんでした。しかし、もてぎ大会で発覚
したマシントラブルは無事解消することができ、周回を重
ねることが出来ました。来年の活躍にご期待下さい。

　４輪レースのメカニックやピットサポートを
中心に活動を続けるモータースポーツ部。
今年も富士スピードウェイやツインリンクも
てぎを舞台に活動してまいりました。車高
調整やパット交換など足回りの調整はもち
ろん、タイヤ交換などの作業も、手馴れた
ものになりました。今年は天候の変化に
よってレース直前に慌しくタイヤを交換する
場面が何度かありましたが、レースでなけ

れば経験できない貴重な出
来事でした。
　そして10月14 ～ 16日
には、今年で最後となる「シ
ビックワンメイクレース」のピッ
トサポートに参加し、一年の
活動を締めくくりました。

カテゴリ No／チーム名 燃　費 判　定
グループⅢ 307／エコアンドピース号 756.994 ［Km/l］ タイムオーバー

ニューチャレンジクラス 502／H-TEC関東eco炭specⅡ − 周回不足
市販車クラス 710／H-TEC関東すーぱー㈱50 132.544 ［Km/l］ 28位

　8月7日、秋田県「大潟村ソーラースポーツライン」
で開催された「2011ワールド・グリーン・チャレンジ

（WGC）」バイシクルレース部門のカテゴリーＳにて、
関東校の新動力研究部は、総合第2位、第6位の
成績を収めました。このレースは、ソーラーエネルギー
を動力源とするマシンで、一周約25kmにおよぶコースを走行し周回数を競います。
　毎年すばらしい成績を残している新動力研究部ですが、目標は全クラスでの優勝。
来年の活躍が期待されています。

カテゴリーＳ／オープンクラス（5時間耐久ラリー）
　蜉Stream X  （106号車） 第2位
　蜉Stream XV（107号車） 第6位

カテゴリーＢ／オープンクラス（100kmマラソン）
　蜉Stream SG（22号車） リタイヤ

モータースポ
ーツ部

2011Honda Technical College CIVIC RACE
キャンオフ初戦は

総合優勝!
　キャンパスオフロードや全日本モトクロスのメカニックサポートを中心に活動しているオフロード部です
が、今年はキャンパスオフロード第1戦で総合優勝をかざり、幸先の良いスタートを切りました。また雑誌

「ダートスポーツ」ではオフロード部が見開きで紹介されるなど、
今後の活動に注目が集まっています。キャンパスオフロード
は年末まで続きます。


